
切
っ
て
お
ら
れ
る
一

三
木
栄
先
生
の
お
宅
は
大
阪
府
堺
市
若
松
台
二
丁
の
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
。
千
里
と
と
も
に
大
阪
府
の
二
大
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
で
あ
る

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
西
南
に
あ
た
る
部
分
で
、
難
波
か
ら
出
る
泉
北
高
速
鉄
道
の
泉
ヶ
丘
駅
で
お
り
て
車
で
数
分
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

の
ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン
が
で
き
る
ま
で
は
や
は
り
堺
市
の
熊
野
町
と
い
う
一
等
地
で
開
業
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
は
現
在
銀
行
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
熊
野
町
の
医
院
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
っ
た
木
で
で
き
た
「
三
木
医
院
」
と
い
う
看
板
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の
モ
ダ
ー
ン
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

の
医
院
の
玄
関
に
も
掲
げ
て
あ
る
。
も
っ
と
も
現
在
三
木
先
生
は
診
療
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ご
長
男
の
謙
氏
が
内
科
医
と
し
て
医
院
を
仕

先
般
来
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
編
集
委
員
長
の
三
輪
卓
爾
氏
よ
り
「
新
企
画
と
し
て
学
会
の
諸
先
輩
を
訪
ね
て
お
話
を
き
く
こ
と
を
考
え

三
木
栄
先
生
を
お
訪
ね
し
て

こ
の
訪
問
記
を
三
木
先
生
ご
自
身
の
お
目
に
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
今
は
長
門
谷

氏
の
実
行
力
に
よ
っ
て
、
訪
問
が
先
生
の
お
元
気
な
う
ち
に
実
現
し
た
こ
と
を
喜
び
と
し
た
い
。
同
氏
に

よ
れ
ば
「
こ
の
訪
問
を
最
も
喜
ば
れ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
先
生
ご
自
身
だ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
会
）

長

門

谷
洋
治
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上
に
は
我
々
の
た
め
に
ご
著
書
、
別
刷
な
ど
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。

先
生
は
明
治
三
六
二
九
○
三
）
年
の
お
生
ま
れ
だ
か
ら
、
八
十
九
歳
、
や
は
り
長
寿
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
昭
和
六
○
二
九
八
五
）

年
こ
ろ
、
頭
部
外
傷
・
膀
胱
結
石
な
ど
で
短
期
間
入
院
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
の
お
元
気
で
、
は
り
の
あ
る
声
で
我
々
を
迎
え

て
下
さ
っ
た
。
ふ
く
よ
か
な
そ
の
顔
は
、
先
生
が
そ
の
地
に
お
ら
れ
二
九
二
八
Ｉ
四
四
）
、
そ
の
地
の
医
学
史
研
究
に
全
精
力
を
投
じ
ら
れ
た

韓
国
（
当
時
朝
鮮
）
の
老
人
の
姿
を
佑
佛
と
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
す
ぐ
物
忘
れ
し
て
…
…
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
医
史
学
の
話
に
な
る
と
直
ち
に
き
ち
っ
と
し
た
内
容
を
す
ら
す
ら
と
申
さ

れ
、
自
分
の
考
え
を
添
え
ら
れ
る
。
歯
に
衣
着
せ
ぬ
、
我
々
の
世
代
に
対
す
る
直
言
も
あ
り
、
思
わ
ず
身
の
ひ
き
し
ま
る
場
面
も
あ
っ
た
が
、

つ
ぎ
の
瞬
間
に
は
穏
や
か
な
顔
・
話
題
に
戻
っ
て
お
ら
れ
、
一
同
は
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。
終
始
た
ば
こ
を
離
さ
れ
ず
「
十
八
の
と
き
か

ら
吸
う
て
い
て
ど
う
も
な
い
」
と
一
笑
さ
れ
た
。

先
生
の
年
来
の
主
張
で
も
あ
り
、
自
ら
そ
れ
を
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
発
言
の
中
か
ら
、
二
．
三
拾
い
あ
げ
る
と
視
野
を
広
く
持

罐
生

慰
霊

軸
‐
・
‐

《
》
一
叫
岬》

肉
〆
木

喜
一
峠
咄
・
‐
』
Ｌ
録
Ⅱ
‐
Ⅱ
‐
‐
一
一
一

㎡
韓
軒
‐

種
“
‐
》
《
の

州
鴫
岬
“
｝
岬
一
峰
沖
柊
．
雪
ご

‐
‐
‐
Ⅱ
‐
‐
‐
‐
‐
．
》
〆
●
』たし

訓
《
問訪

岳

て
い
る
が
、
そ
の
手
始
め
に
三
木
先
生
を
訪
ね
て
欲
し
い
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

小
生
は
先
生
と
同
じ
堺
市
に
住
み
、
と
き
ど
き
は
お
宅
に
お
邪
魔
し
て
い
る
の

だ
が
、
そ
う
い
わ
れ
る
と
却
っ
て
気
お
く
れ
が
し
、
一
日
延
ば
し
に
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
の
真
柳
誠

氏
ら
が
一
緒
に
参
加
す
る
と
の
申
し
出
も
あ
っ
た
の
で
、
三
木
先
生
と
親
し
い

宗
田
一
氏
（
京
都
市
）
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
四
名
で
お
宅
を
訪
ね
た
の
は
一
九

九
二
年
五
月
七
日
木
曜
日
の
午
後
で
あ
っ
た
。
ご
令
息
夫
人
に
医
院
階
上
の
広

き
よ
し
ゆ
ん

い
応
接
室
に
案
内
さ
れ
る
。
壁
面
に
は
『
大
医
許
俊
像
」
（
許
竣
は
「
東
医
宝
鑑
」

の
著
者
）
な
ど
三
木
先
生
な
ら
で
は
の
貴
重
な
資
料
が
掲
げ
ら
れ
て
あ
り
、
机
の
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て
、
先
輩
・
同
輩
に
積
極
的
に
教
え
を
乞
い
、
外
国
の
知
人
を
増
や
せ
、
い
ろ
い
ろ
の
と
こ
ろ
に
グ
ル
ー
プ
で
、
あ
る
い
は
個
人
で
訪
れ
る
、

こ
と
に
図
書
館
・
文
庫
な
ど
を
充
分
利
用
す
る
が
良
い
。
自
著
を
作
っ
た
と
き
は
最
低
二
部
を
手
元
に
お
い
て
、
そ
の
一
冊
は
書
き
入
れ
用

の
ノ
ー
ト
と
し
て
使
う
。
印
刷
し
た
も
の
は
あ
と
に
残
る
。
も
っ
と
も
自
著
も
誤
が
全
く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
人
が
直
し

て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
利
用
の
終
っ
た
本
は
ま
と
め
て
図
書
館
・
書
屋
な
ど
へ
寄
贈
し
た
り
、
（
朝
鮮
医
学
史
関
係
の
も
の
は
杏
雨
書
屋
に
は
い
っ
て

い
る
）
後
輩
に
与
え
、
残
り
は
古
書
店
に
売
っ
て
つ
ぎ
の
出
版
の
費
用
と
す
る
。
（
と
き
ど
き
古
書
店
の
目
録
に
「
三
木
栄
氏
書
入
本
」
と
注
の
つ

い
た
本
が
出
て
い
る
）
自
分
の
場
合
、
商
業
出
版
で
引
き
受
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
な
く
、
出
版
助
成
費
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
半
は

自
費
で
出
版
し
た
。
こ
れ
に
は
ば
あ
さ
ん
（
夫
人
）
の
理
解
・
協
力
が
大
で
あ
っ
た
。
「
朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史
」
も
最
初
は
孔
版
で
百
冊
の

み
を
刊
行
し
た
（
一
九
五
五
年
、
一
九
六
三
年
に
は
活
版
で
改
訂
版
を
出
し
、
の
ち
補
訂
本
も
で
き
る
）
。
今
か
ら
思
え
ば
当
時
だ
っ
た
か
ら
こ
の
よ

う
な
大
部
の
も
の
が
孔
版
で
で
き
た
の
だ
（
今
は
そ
の
よ
う
な
職
人
が
い
な
い
）
。
一
九
五
六
年
公
刊
の
「
朝
鮮
医
書
誌
』
も
孔
版
で
出
し
た
二

九
七
三
年
に
増
修
本
を
活
版
で
出
す
）
。
上
記
と
と
も
に
三
部
作
の
一
と
な
る
「
朝
鮮
医
事
年
表
』
は
一
九
八
五
年
に
篤
志
家
の
拠
金
を
得
て
思

文
閻
出
版
よ
り
上
梓
し
得
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞
を
は
じ
め
、
韓
国
の
学
界
か
ら
感
謝
牌
な
ど
が
多
く
贈
ら
れ
、

先
生
宅
を
訪
れ
た
同
国
の
人
も
少
な
く
な
い
。

先
生
は
戦
前
・
戦
中
の
十
数
年
を
京
城
大
学
医
学
部
助
教
授
、
京
畿
道
立
水
原
医
院
長
な
ど
と
し
て
過
さ
れ
る
か
た
わ
ら
、
未
開
拓
の
分

野
で
あ
っ
た
朝
鮮
医
学
史
の
集
大
成
に
つ
と
め
ら
れ
、
朝
鮮
の
古
医
書
を
積
極
的
に
集
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
朝
鮮
戦
争
な
ど
も
あ
っ
て
現

在
で
は
も
は
や
こ
れ
ら
の
集
書
は
不
可
能
で
あ
る
。
疾
病
史
と
く
に
コ
レ
ラ
や
麻
疹
な
ど
の
伝
染
病
史
で
は
い
く
つ
か
の
新
知
見
が
得
ら
れ

た
が
、
こ
れ
ら
が
ぴ
し
っ
と
書
け
た
（
た
と
え
ば
一
八
二
二
年
の
わ
が
国
の
最
初
の
コ
レ
ラ
侵
入
の
経
路
を
中
国
よ
り
朝
鮮
半
島
経
由
、
、
下
関
に
上

陸
し
た
と
す
る
）
の
は
、
自
分
が
臨
床
医
と
し
て
そ
の
地
で
実
地
の
体
験
を
し
た
の
と
、
当
時
の
記
録
を
丹
念
に
読
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
と
く
に
わ
が
国
で
こ
の
朝
鮮
疾
病
史
を
き
ち
っ
と
読
ん
だ
く
れ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
わ
れ
る
。
か

く
い
う
小
生
も
そ
の
一
人
で
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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先
生
は
「
日
本
の
医
学
は
朝
鮮
の
医
学
」
と
喝
破
さ
れ
、
ま
た
「
不
通
朝
鮮
半
島
医
学
、
不
可
以
説
島
国
日
本
及
大
陸
中
国
医
学
」
と
結

論
し
て
お
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
李
氏
朝
鮮
で
は
「
郷
薬
集
成
方
」
（
一
四
三
二
）
『
医
方
類
聚
」
二
四
七
七
）
、
そ
れ
に
前
記
許
竣
の
「
束
医
宝

鑑
」
二
六
一
三
）
の
三
大
医
書
が
あ
り
、
わ
が
国
に
も
影
響
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
江
戸
時
代
の
日
朝
交
流
で
は
朝
鮮
人
参
な
ど
の
将
来
が
あ
り
、
周
知
の
よ
う
に
朝
鮮
人
参
は
現
在
の
医
療
で

○

戦
後
、
従
軍
や
外
地
勤
務
か
ら
戻
ら
れ
た
中
野
操
、
三
木
栄
両
先
生
を
中
心
に
岡
西
為
人
、
阿
知
波
五
郎
、
布
施
玄
治
、
宗
田
一
、
大
岡

忠
明
氏
ら
が
、
一
九
三
八
年
に
億
川
摂
三
、
大
矢
全
節
、
中
野
操
三
氏
が
主
唱
し
て
成
っ
た
杏
林
温
故
会
（
の
ち
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
）
の

活
動
を
復
活
さ
れ
た
。
当
時
は
佐
伯
理
一
郎
氏
や
羽
倉
敬
尚
氏
も
元
気
で
あ
り
、
一
方
薮
内
清
氏
や
藤
野
恒
三
郎
氏
も
積
極
的
に
参
加
・
協

力
さ
れ
た
。
毎
月
の
よ
う
に
各
地
で
例
会
を
開
き
、
多
く
の
参
会
者
が
あ
り
、
ひ
と
り
関
西
の
医
史
学
の
み
で
な
く
、
戦
後
の
わ
が
国
医
史

学
復
興
の
源
流
と
な
っ
た
。
中
心
に
な
ら
れ
た
の
は
中
野
支
部
長
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
強
く
補
佐
さ
れ
た
の
が
三
木
先
生
で
あ
っ
た
。

一
方
、
三
木
先
生
の
仕
事
に
共
鳴
、
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
の
が
三
木
先
生
と
同
じ
九
大
の
出
身
、
阿
知
波
五
郎
氏
で
あ
り
、
「
体
系
世
界
医

学
史
（
書
誌
的
研
究
二
（
医
歯
薬
出
版
、
一
九
七
二
年
）
、
「
人
類
医
学
年
表
（
古
今
東
西
対
照
）
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
）
の
両
著
は
阿
知
波

先
生
が
ま
だ
若
い
（
？
）
五
十
歳
す
ぎ
に
、
中
野
先
生
と
共
同
し
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
に
伏
屋
素
狄
に
関
す
る
研
究
が
あ
り
、
そ
の
成
果
は

「
医
證
』
復
刊
第
七
号
（
一
九
五
五
年
）
に
「
伏
屋
素
狄
の
研
究
（
家
系
・
略
伝
・
著
述
・
解
剖
生
理
学
実
験
）
」
と
し
て
特
集
さ
れ
た
。
さ
ら
に

先
生
は
ご
令
息
の
謙
氏
と
共
著
で
「
腎
機
能
の
日
本
に
お
け
る
最
初
の
実
験
、
東
西
腎
機
能
の
知
識
、
腎
動
脈
内
墨
汁
注
入
に
よ
る
組
織
所

見
」
（
日
本
医
事
新
報
、
一
九
六
○
年
二
月
）
を
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
素
狄
の
実
験
を
再
現
し
、
現
代
医
学
の
立
場
か
ら
こ
れ
を
検
討
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
お
仕
事
で
あ
る
。
当
時
の
先
生
は
往
診
に
、
資
料
探
査
に
ス
ク
ー
タ
ー
で
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

学
史
（
書
誌
的
研
究
こ
（
医
歯
》

氏
と
の
共
著
と
な
っ
て
い
る
。

も
一
部
に
強
い
支
持
が
あ
る
。
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○

先
生
の
話
好
き
、
大
声
は
老
齢
に
な
ら
れ
て
も
少
し
も
変
ら
な
い
。
談
論
風
発
、
呵
々
大
笑
。
当
日
は
こ
れ
ま
た
一
家
言
あ
る
同
志
、
宗

キ
ム
ソ
ン
ジ
ユ
ン

田
氏
が
参
加
さ
れ
た
上
、
真
柳
氏
の
学
識
、
同
道
の
韓
国
出
身
の
金
成
俊
氏
（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
薬
剤
部
）
と
役
者
が
揃
っ

た
の
で
話
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
し
ら
ず
、
だ
が
話
題
の
中
心
は
朝
鮮
の
こ
と
と
な
り
、
先
生
が
晩
年
力
を
入
れ
ら
れ
た
世
界
医
史
と
医
倫

理
考
に
つ
い
て
お
た
づ
ね
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
無
責
任
と
の
誇
り
は
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
何
の
準
備
も
な
し
で

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
て
碩
学
の
話
を
伺
え
る
の
は
な
に
に
も
か
え
が
た
い
至
福
で
あ
り
、
三
輪
編
集
委
員
長
の
ご
下
命
の
あ
り
が
た
さ
を
噛

み
し
め
た
次
第
で
あ
っ
た
。
ご
令
息
も
ご
一
緒
さ
れ
て
の
ご
馳
走
に
も
預
り
、
ま
っ
た
く
楽
し
い
い
つ
と
き
で
あ
っ
た
。

い
や
す

幸
い
、
三
木
先
生
は
近
時
、
生
涯
の
研
究
の
総
括
的
な
も
の
［
例
え
ば
弓
医
」
の
史
的
烏
鰍
‐
医
の
心
は
神
の
心
Ｉ
（
日
本
医
事
新

報
一
九
八
九
年
九
月
）
」
を
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
○
年
に
は
一
医
史
研
究
六
十
余
年
著
作
目
録
付
略
歴
」
な
る
冊
子
を
私

家
版
で
出
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
中
に
は
本
誌
（
三
三
巻
四
号
、
一
九
八
七
年
）
に
誌
さ
れ
た
「
医
史
学
と
私
」
も
転
載
さ
れ
て
い
る
。
本
冊
子

に
は
リ
ス
ト
の
み
だ
が
先
生
の
同
年
ま
で
の
医
史
学
の
著
作
・
論
文
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
我
々
は
ず
し
り
と
重
い
先
生
の
仕
事
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
る
。
先
生
は
か
っ
て
「
医
学
史
は
単
な
る
趣
味
で
や
っ
た
の
で
は
な
い
」
と
び
し
り
と
い
わ
れ
た
。
ま
こ
と
、
三
木
医
史
学

は
世
界
に
誇
り
得
る
頂
点
的
な
業
績
で
あ
る
。

先
生
が
面
談
当
時
、
こ
れ
以
降
は
書
い
て
い
な
い
、
同
時
点
で
の
最
新
作
と
示
さ
れ
た
の
が
、
小
文
「
原
志
免
太
郎
先
生
の
思
い
出
」
（
日

し
め
た
ろ
う

本
医
事
新
報
一
九
九
一
年
八
月
）
で
あ
る
・
原
志
免
太
郎
氏
は
先
生
の
大
学
に
お
け
る
先
輩
で
あ
り
、
同
年
六
月
十
八
日
死
亡
さ
れ
た
と
き
は
、

同
時
点
で
の
長
寿
日
本
一
、
百
八
歳
で
あ
っ
た
。
ど
う
か
三
木
先
生
も
こ
の
先
輩
に
あ
や
か
っ
て
益
々
の
長
寿
を
保
た
れ
る
こ
と
を
祈
り
た

先
生
は
上
記
『
医
史
研
究
六
十
余
年
」
の
巻
初
部
分
に
「
こ
の
本
を
父
龍
哉
・
妻
シ
ズ
エ
に
贈
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。
龍
哉
氏
は
そ

の
父
の
業
を
継
ぐ
二
代
に
わ
た
っ
て
の
医
師
で
あ
り
、
堺
市
熊
野
町
で
開
業
さ
れ
て
い
た
。
ご
令
室
は
三
木
先
生
の
医
業
と
医
史
学
の
お
仕

い
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事
を
支
え
ら
れ
る
と
と
も
に
子
女
を
育
て
ら
れ
た
が
、
二
十
数
年
前
、
突
然
脳
梗
塞
に
罹
患
さ
れ
た
。
小
康
を
得
ら
れ
た
の
ち
三
木
先
生
は

献
身
的
に
そ
の
リ
ハ
ビ
リ
に
あ
た
ら
れ
、
自
宅
の
周
辺
の
散
歩
に
自
ら
附
添
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
ご
夫
人
は
ご
不
自
由
な
が
ら

現
在
も
お
元
気
で
あ
る
。
立
派
な
ご
夫
妻
と
そ
の
点
で
も
尊
敬
も
し
、
羨
望
も
す
る
が
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
見
事
な
夫
婦

愛
で
あ
る
。
（
大
阪
府
）
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